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平成２８年度　第9回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成29年３月22日（水）18:00～20:30
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・大石委員・下村委員・曽和委員・田中委員・田中丸委員
　計8名（欠席：多々納委員・福田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系猪名川上流ブロック河川整備計画（変更原案）について
(2) 淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（原案）について
○猪名川上流ブロックの説明会への参加者数がこれまでの説明会への参加者数と比べて多いが何か工夫されたのか。
●地元の能勢町役場を通じて各地区長さんにお声掛けしていただいた。今後も引き続きこのように取り組んでいく。
○具体的な生き物の名前が出ているものなど環境面への質問に対して、一般論だけでなく具体的な回答を記述できないか。
●具体的な対応を記述するように修正する。
○本文に「動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出」と記述しているとおり、植物も生物であることを認識して今後も取り組んでいただきたい。
○石積みの損傷箇所の写真を見ると、コンクリートが充填されていないように見えるが、このような施工が一般的なのか。
●石積みに控えを設けてコンクリートを充填して施工するのが一般的である。写真の事例は古い施工でもあり、空積みのケースも考えられる。
○流木の影響について、考慮していることを具体的に記述できないか。
●余裕高の確保により考慮していることを明記する。

○損傷や補修に関する指摘について、具体的に場所が指定された意見に対しては、状況が確認できていることや対応の予定などを回答に明記すること。

●すべて現地の状況が確認できていることを明記することと、応急対応を実施済みの箇所についてはその旨明記する。

○毎年のように50ミリ、60ミリを超える降雨があることを懸念されている質問に対して、流域全体に降る50ミリと、ある限られた地点で降る50ミリではリスクが全く異なる旨を理解してもらえるように回答すること。
●回答案を修正する。

○猪名川下流ブロックの本文において、サカマキガイとアメリカザリガニの記述があり、在来生物と外来生物が並列に記述されている。多様な動植物の生息生育環境の観点で記述しているので、それに相応しい種を記述すること。

●具体生物の確認を行い、修文する。

○校庭や公園などを活用した一時貯留に関する記述があるが、住民の皆さんはこのことを理解されているのか。

●総合治水の観点で府域にて取組んでいる内容でもあり、出前講座など周知にも努めているので、一定認識は上がってきていると考えている。

○猪名川上流ブロックの本文において、「アドプト・リバー・プログラム」には他の整備計画同様、脚注を入れること。

○猪名川下流ブロックの本文において、河道断面図の勾配が1:0.5と記載されているが図と合致していない。

●1:05の表記が正しいので、図面を修正する。

○淀川水系猪名川上流ブロック河川整備計画（変更原案）及び淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（原案）について、指摘に対する修正を前提で、本日までの審議をもって答申とする。
(3) 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更原案）について
○意見番号4の「計画論の見直しをお願いしたい」との意見に対して回答が不足しているように思う。意見番号14の意見に対する回答と重複する部分もあるので、回答を整理すること。
○「ダムをつくっても治水効果は期待できない」との意見に対しては、治水計画やダムの効果の正確な事実を伝えるチャンスでもあるので、審議の経緯だけでなく、治水効果等を正しく回答に記述すること。
●ダムの治水効果や検討内容を回答に追記する。また、意見番号4に対しても意見番号14と同様の回答とする。
○本文に神崎川ブロックで確認されている生物として「キンブナ」の記述があるが、キンブナは大阪府下には生息していないと思うので確認すること。
○「寄り州」の表現が正しい使い方になっているのか確認すること。
○ため池活用による流出抑制後の流量を「基本高水のピーク流量」と表現している箇所があるので、正しい表現に修正すること。P.36の表2－3のタイトルが「計画とする高水流量」となっているので、正しい表現に修正すること。
○「良好な景観に努めます」との記述があるので、「良好な景観形成に努めます」等に修正を行うこと。
●確認の上、正しい表現に修正する。
○淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更原案）について、指摘に対する修正を前提で、本日までの審議をもって答申とする。
≪その他≫
○本日の答申を以て、治水対策が必要なすべての河川の答申を終えることとなる。この機に当審議会から大阪府知事へ「今後の治水対策の実施に関する意見」を提出する。なお、今回の河川整備計画見直しのきっかけが平成22年6月にまとめられた「今後の治水対策の進め方」であったため、当面の治水目標と治水手法にウェートを置いた検討を行ってきた。今後は、事業再評価という視点から、河川整備計画とその進捗状況、留意事項について引き続き審議会によるチェックが行われることになるので、その際には、河川利用や河川環境についても新しい視点や考え方を取り入れつつ検討を継続頂きたい。（委員一同）
≪審議事項≫


淀川水系猪名川上流ブロック河川整備計画（変更原案）について


・河川整備計画（変更原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


淀川水系猪名川下流ブロック河川整備計画（原案）について


・河川整備計画（原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更原案）について


・河川整備計画（変更原案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


≪その他≫


河川整備審議会より大阪府知事あてに「今後の治水対策の実施に関する意見」の提出があった。





一括審議
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